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ートル法を導入･普及するために、各国が協
力するという「メートル条約」が締結され
ました。
　日本は1885年にこの条約に加入しました
が、先ほど述べたように本格的な導入まで
65年ほどの期間が必要でした。身近なもの
を基準とする使い慣れたものを変える事
は、どの地域でもどの時代でも難しいこと
だと思います。現在でも「一升」や「一坪」
などは慣行的に使われています。お酒は
「1800ml瓶」より「一升瓶」の方がはるかに
おいしく感じます。
　「ヤード･ポンド法」が主流の「アメリカ」
では、現在でもメートル法を法律として強
制する状況とはなっていません。「ホワイト
ハウス」は「この国ではメートル法の使用
は国民の選択に委ねられています。自分自
身の目的に応じてベストな選択をするよう
お勧めします。メートル法がいい人はメー
トル法で暮らしてください。」「自由の国ア
メリカ」にふさわしいコメントだと思いま
す。アメリカの自由と自己責任を重んじる
風土が、このようなところにも表れている
ような気がします。

◯ロータリーソング「四つのテスト」
◯卓話者
　佐世保税務署	 署長　三本松宏泰 様	
◯ゲスト
　佐世保税務署
	 総務課  課長補佐　谷生　輝幸 様

	 会長　富永　雅弘
　4月11日は「メートル法公
布記念日」です。大正10年
（1921年）のこの日に改正「度
量衡法」が公布されて、長さ
の単位にメートルを使用する
ことが定められました。しかし、根強い反
対運動が起きてこの法律の施行は「無期延
期」となってしまい、メートル法への移行
は1951年の新「計量法」によってようやく
実現したのでした。
　古来、物の単位というのは、その地域や
関係する者の取り決めで定められていたの
が、人間の行動範囲が広がり商取引が活発
になるにつれ単位の統一が必要になって、
18世紀末のフランスに於いて世界で共通に
使える統一された単位制度の確立を目的に
「メートル法」が制定されました。
　それまでは、長さの単位は人体のある部
分の長さを基に決められており、例えば日
本の「尺」は手のひらを広げた「親指と中指
の指先間の長さ」であり、「寸」は「親指の
幅」に由来していると言われています。「フ
ィート」は「足の踵からつま先までの長さ」
であるなど、外国でもその事情は同じです。
　世界で統一基準を作るとなると「より厳
密な長さ」を単位とする必要があり、1791
年に「地球の北極点から赤道までの子午線
の1000万分の1」を「1メートル」とするこ
とが決定されました。更に1875年、このメ
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　佐世保RCの主管ですので、皆様のご協力
をよろしくお願いします。地区研修・協議会
は、福田ガバナーエレクトにおかれまして
も、地区運営の総会の意味を持っておりま
すから、ひとつの大きな山場です。次年度
の事業計画から予算まで、会員の承認を受
けなければなりません。総勢389名の出席予
定です。
　ホストクラブとして、緊張感をもって臨
みたいと思います。又、本日の例会後、最
後の全体会議を行いますので、担当部会の
皆様は、よろしくお願いします。

ローターアクト委員会	 安福　竜介
　会場変更のお知らせです。
4月12日㈭の例会ですが、ホ
テルオークラJRハウステンボス
から長崎国際大学食堂に変更
となっておりますので、お間
違えのないようにお願いします。4月26日㈭
の例会は会場未定ですので、案内が届き次
第ご連絡します。
　また、26日は新入会員歓迎例会の予定で
すので、多くのロータリアンでお迎えした
いと思います。更に世界一周をした木村く
んの卓話も予定していますので重ねてご出
席をよろしくお願いいたします。

	 親睦活動委員会　谷川　辰巳
○今月の誕生祝い
　円田　　昭さん（5日）
　黒江　章雄さん（5日）
　玉野　哲雄さん（26日）
　遠田　公夫さん（26日）
　山縣　義道さん（28日）

◯例会風景

■椎山　　昇さん
　九十九島ベイサイドホテル＆
　リゾートフラッグス
　取締役　総支配人

　推薦者：増本　一也 会員
               （カウンセラー）
　　　　　木村　公康 会員
　委員会配属：親睦活動委員会
　　　　　　　出席・例会委員会

　九十九島ベイサイドホテルの椎山と申し
ます。歴史と伝統のある佐世保ロータリー
クラブに入会することができて光栄に思っ
ております。１日も早く皆様と一緒に活動
できるようがんばって参ります。よろしく
お願いいたします。

	 幹事　坂元　　崇
１．第2740地区ガバナー事務所
　2740地区ホームページ更新のお知らせ

国際ロータリー第2740地区
	 2018-2019年度地区幹事　増本　一也
　今度の4月15日㈰は、福田
ガバナーエレクト事務所主催
の国際ロータリー2018-2019
年度「地区研修・協議会」が
開催されます。

慶　　　祝

幹 事 報 告

委員会報告

入　会　式

次年度報告
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	 親睦活動委員会　岩﨑　友晴
富永　雅弘会長、坂元　　崇幹事
増本　一也さん、福田　金治さん
井手　孝邦さん、梅村　良輔さん
池田　　豊さん
　佐世保税務署署長 三本松宏泰様の卓話に
期待してニコニコします。

富永　雅弘会長、坂元　　崇幹事
増本　一也さん、納所　佳民さん
草津　栄良さん、安福　竜介さん
古賀　　巖さん、谷川　辰巳さん
安部　雅隆さん、福田　金吾さん
廣瀬　章博さん、橘髙　克和さん
福田　金治さん、赤木　征二さん
円田　浩司さん、梅村　良輔さん
安部　直樹さん、米倉洋一郎さん
古賀　久貴さん、石田　謙二さん
松尾　慶一さん
　新会員 椎山 昇さんの入会を歓迎してニコ
ニコします。

安部　直樹さん
　4月25日の園遊会に行ってきます。本来は
家内への招待で、私は“連れ添い”で多少
誇りは傷ついていますが、最後の今上天皇
のお姿を拝見してまいります。

円田　　昭さん、玉野　哲雄さん
遠田　公夫さん
　誕生月のお祝いありがとうございます。

『税務行政の将来像』
　〜スマート化を目指して〜

　佐世保税務署長
　　三本松宏泰 様

　昨年国税庁が公表しました中長期的に目
指すべき税務行政の将来像についてお話を
いたします。
　国税庁の任務は内国税の適正かつ公平な
賦課及び徴収の実現であり、国税庁の使命
は申告納税制度の下で納税者の自発的な納
税義務の履行を適正かつ円滑に実現するこ
とです。そのため、国税庁では、納税者サ
ービスの充実に努めるとともに、適正･公平
な課税･徴収に努めているところです。
　近年、税務行政を取り巻く環境は大きく
変化しています。ICTやAIが著しく進展す
るとともに、昨年からマイナンバー制度や
マイナポータルが導入されました。他方、
経済取引がグローバル化し、資産運用が多
様化する中で、国税の調査･徴収は複雑･困
難化しています。また、消費税軽減税率制
度やインボイス制度など新たに実施される
制度への対応が求められます。
　これらの課題に対処するため、国税庁と
して目指す大きな柱が2つあります。一つは
納税者の利便性の向上であり、もう一つは
課税･徴収事務の効率化･高度化です。
　具体的には、ICTやマイナンバーなどの
活用によるデジタル化を推進し、税務相談
や申告･納付の手続等をスムーズかつスピー
ディなものにするなど、納税者の利便性の
向上を進めていくことが一つの柱です。
ICT社会への的確な対応という観点から、

ニコニコボックス	 本日合計	 　36,000 円

	 累　　計	 996,000 円
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クラブ会報委員会 委 員 長　筒井　和彦　　 委　員　田中　信孝 ・ 中川　知之 ・ 西田　勝彦
副委員長　德川　晃尚　　 　　　　木下　貴夫 ・ 中嶋　　徹 ・ 川添　秀則

（今週の担当：田中　信孝）
（カメラ担当：中嶋　　徹）

申告･納税手続を抜本的にデジタル化するこ
とにより、納税者が税務署に出向かなくて
も済む環境が構築されると考えています。
これは、税務行政の効率的な運営にもつな
がります。
　次に、課税･徴収事務を効率化･高度化す
るとともに、税務署の内部事務や行政指導
事務の集中処理などの業務改革を推進する
ことにより、事務運営の最適化を進めてい
くことがもう一つの柱です。その上で、こ
うした取り組みにより創出したマンパワー
も活用しつつ、国際的租税回避への対応、
富裕層に対する適正課税の確保、大口･悪質
事案への対応などの重点課題に的確に取り
組み、適正･公平な課税･徴収の実現を図っ
ていく必要があると考えています。
　実現に向けては、e-Taxの使い勝手の改善
等を通じた申告･納付のデジタル化の推進に
より、納税者の利便性の向上とともに、デ
ータ基盤の充実を図り、AI技術等を取り入
れながら、段階的に取り組んでいきます。
その際、納税者のニーズを重視した検討と
ICTへの対応に困難を感じる方への配慮、
信頼される情報セキュリティの充分な確保
が重要と考えています。
　また、申告･納付のデジタル化の推進に関
する地方公共団体や他省庁との連携、e-Tax
の利用促進や租税教育の推進、税知識の普
及などに関する税理士会や関係民間団体と
の連携･協調、さらに外国税務当局との連携
を強化していきます。
　今回公表した「税務行政の将来像」は現
時点で考えられるおおむね10年後のイメー
ジを示したものですが、国税庁の中長期的
な方針も含めて、税務行政に対する納税者
の皆様ご理解をより深めていただくことが
できれば幸いです。

＊4〜5月  例会卓話者予定＊ 

４月25日	 NPO長崎嚥下リハビリテーション
	 研究会	 山部　一実 様

５月２日	 指定休会日

５月９日	 西海みずき信用組合理事長
	 	 陣内　純英 様

５月16日　NPO法人九州プロレス理事長
	 	 筑前りょう太 様

５月23日　佐世保税関支署長
	 	 辻　　和昭 様

５月30日　会員卓話	 溝口　尚則 様

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
日時／５月１日㈫　17:00〜　〔予定〕
会場／西海学園高等学校 記念館 会議室

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
日時／４月26日㈭　19:00（食事）〜
会場／未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、
メークアップにもなりますのでご活用ください。
＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認を
いたしますので、事務局までお知らせください。


